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発行 かわごえ環境ネット／編集 かわごえ環境ネット広報委員会  

 
グループ活動スタート！ 
１月２８日ワークショップが開かれ、出席者の希望により社会環境グループと自然環境グループの２つが誕生し、

それぞれ活動を開始しました。以下活動の中間報告をいたします。 

 

社会環境グループ 
社会環境グループは、その後２回の会合を重ね、

次のような活動をすることを決め実行しています。 

 環境意識の調査 

  市民の環境に対する意識は高まっているとは

いえ、その実態がどうなっているか不明な部分が

多い。そこでワーキンググループが中心となって、

かわごえ環境ネット会員の家庭でのゴミ排出の

実態調査を行います。各家庭で可燃ゴミをどのく

らい排出しているか、計量、記録してもらい、そ

のデーターを追跡調査をする予定です。期間は３

～４月の２ヶ月。会員の協力をお願いします。 

 川越のゴミ処理場の見学 

  家庭や事業所から出たゴミがどのように処分

されるのか、その実態を知ることは非常に重要で

す。去る３月２３日、会員２０名が参加して、小

畔の里クリーンセンター、東清掃センター、リサ

イクルセンターの見学を行いました。 

 

自然環境グループ  

2 月 7 日の会合では、次の集まりの際に各自が水

や緑を中心とする身近な自然環境などの現状を紹

介することになりました。これを踏まえて 3月 7 日

には、市役所７Ｆ会議室に１２名参集し、７名の会

員に雑木林、緑地、公園、湧水等の現況や意見発表

があり、次回は実際にフィールドワークすることに

なりました。 

 自然環境グループの会合（2月 7日）

社会環境グループの会合（2月 7日）

フィールドワークは、５月１２日（土）に

小畔の会主催、かわごえ環境ネット自然環境

グループ共催で行います。 

詳しくは、別添「第３回小畔川リバーレン

ジャー（歩く会）のお知らせ」をご覧くださ

い。 
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団体会員紹介 

 

小畔の会  

 近隣の開発が進むなかで、これまで身近に親し

まれてきたメダカなどの小動物が見られなくなる

という環境の変化が憂慮されるなかにあって、こ

の会は小畔川とその周辺の自然に親しみながら、

自然と私たちの関わりを学び、多様な生命の輝く

環境の実現を求めて、平成６年８月に＜小畔に親

しむ会＞の名称で発足した。 

 当初の活動の第一歩は、激減しているメダカの

生息実態に関心をもってもらうことを目的に、川

鶴公民館での文化祭行事にメダカの配布や飼育法

を伝えることなどに努めてきた。 

 また水環境の悪化が懸念されるなか、荒川流域

ネットワークの一員として、毎年６月の一斉水質

調査に参加し、小畔川とその周辺の水質をパック

テスト法により調査してきている。 

 その他、近くに遊水地もあることなどから、冬

季には渡り鳥などがみられることもあり、探鳥会

も実施してきた。 

 しかし、メダカの配布は養殖のヒメダカを購入

しての行事であるため経済的課題もあり、本年度

はこの際、名称の変更を含め、活動内容の再検討 

を行い、これにかえて河畔の清掃や親睦会などを

行うことで多くの方々の理解と参加をはかる活動

に努めてきた。 

 ところで当会でのこれまで特筆すべきことは、

１９９９年９月にハンガリーのバラトン湖へ水質

調査に出かけ、地元の小学生との国際交流を果た

すことができたことです。 

 １３年度の活動内容は、毎月第２土曜日を実施

日として、４月の総会・花見よりスタート、５月

と１０月を小畔川周辺の清掃と散策の会、６月水

質調査、７月トンボ公園・川の博物館、８月水が

き・水遊び、バーベキュー大会、９月八津干潟、2

月川本のそれぞれで自然観察と探鳥会、１１月い

も煮会を実施します。 

会員の広場（一言コーナー） 

 国営武蔵丘陵森林公園内に生息する「トウキョウサ

ンショウウオ」の保護活動を契機に会は発足、今年で

９年目に入る自然観察会では、「人と自然とのふれあ 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 連絡先 〒350－0042 川越市中原町 2-19-1-507 
代表 谷津弘子 ℡・Fax 0492-24-9118 

 理事 堀内 秀雄 

私は環境問題の一年生です。かわごえ環境ネットの

会員のお仲間に入り地球環境の重要性を再認識する

様になりました。私同様、市民の大部分の人は環境の

問題について余り関心が無いのではないでしょうか。住

民の意識改革が当面の重要課題だと思います。  

い」をテーマに、動植物の観察をしながら自然の素晴

らしさ、大切さを皆様に知って頂くように努めていま

す。 

個人会員 中山 勝美 

 ８年前の事、立寄った書店で日本消費者連盟編著

「あぶない・・・品」なんとも不可解な題、今迄当り前に

使っていた、洗剤、シャンプー、化学物質等に依る消

費者の被害真相を書いた本です。この時から化学物

質を使わない生活を始め、地球に易しい、私が今出

来る事を実行しています。 

連絡先 〒350－0804 川越市下広谷1204－110 

代表 志賀宣宏 ℡・Fax 0492-33-3460 
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平成 13 年度総会を開催します  
 「平成１３年度かわごえ環境ネット総会」を次のとおり開催します。当日は、新年度の事業計画などを

決め、会員の活動発表を行います。詳しくは、別添「平成１３年度総会案内」をご覧ください。 

      日時  平成１３年６月２日（土）、１３：００～１６：００ 

      場所  川越市立図書館 視聴覚ホール及び展示室 

会費の納入をお願いします  
 「かわごえ環境ネット会則第５条及び附則」の規定により、平成１３年度から会費を納入していただく

ことになります。年会費は、個人は 1,000円、民間団体・事業所・川越市は 2,000円になります。詳しく

は、別添「会費納入のお願い」をご覧ください。 

広報委員会ホームページ作成スタッフを募集します 

 会員通信と連動した「かわごえ環境ネットインターネットホームページ」の開設に向けて、スタッフを

募集します。腕に自信のある方は事務局まで連絡してください。 

川越 巨樹・古木の会 

４月度 初旬に巨樹、古木観察会開催の予定 

    詳細は金子晃まで ℡32－1982 

小江戸ケナフの会 

 ４月７日（土）・８日（日） 

 活動内容「北公民館まつり」へ栽培から作品ができ

るまでのパネル展示等 

 ５月 種子蒔 

 ６月 草取り 

 詳細は代表者の仲井謙介まで ℡４５－４５６２ 

川越市環境部 

４月２２日（日） 市民環境調査 

「タンポポの種とばそう」 

４月２９日（日） 苗木配布 

 詳細は、環境政策課まで℡２４－８８１１（代） 

（財）埼玉県生態系保護協会 川越坂戸鶴ヶ島支部 
４月１４日（土） 伊佐沼おはよう探鳥会 集合 午前６時３０分伊佐沼西側蓮見橋（桜並木のある方）  

解散 ８時頃集会場所で 
４月２９日（日） 福原雑木林・観察会 集合 午前７時川越南文化会館（ジョイフル） 

解散 午前１０時３０分集合場所に同じ 
５月１２日（土） 伊佐沼おはよう探鳥会 
６月  ９日（土） 伊佐沼おはよう探鳥会 

集合・解散は４月と同じ 

 持ち物 筆記用具あれば双眼鏡 会費 テキスト・保険料代１００円 
 問い合わせ 笠原 啓一 ℡２２－０９５７ 
 冬鳥が去り夏鳥が渡ってくる季節です。水辺で、雑木林で、植物の新芽花と野鳥を観察します。 

 

雑木林に親しむ会 

 ４月  ７日（土） 百花園・谷中 

   ２１日（土） 雑木林（上松原調査） 

 ５月 ３日（木、祝） 雑木林（林の花） 

   １９日（土） 伊原（バラ園） 

 ６月１０日（土） 総会 

   １７日〔日〕 水元公園 

あくまで予定ですので、事務局 過(ｽｸﾞﾙ)昌司 

（℡４６－１１５５）まで連絡を。 

各団体の４月から６月の予定 

理事会だより 



かわごえ環境ネット会員通信第 2号 2 0 0 1 年 3月 3 0 日発行 

―4－ 

 

かわごえ環境ネットの歩み（２０００年12月以降） 

 ２０００年 １２月 ３日（日） 

■第２回ワークショップ「講演会＆グループワーク」 

 ○講演「市民主体の環境政策」岩手県立大学高橋秀行助教授 

 ○グループワーク 

□会員通信創刊号発行 

 １２月１９日（火） □第４回理事会開催（○活動の進め方 ○広報委員会について） 

２００１年  １月２５日（木） □第５回理事会開催（○ワークショップ ○広報委員会について） 

  １月２８日（日） 
■第３回ワークショップ「グループワーク」 

 ○スライド上映(川越の環境の現状) ○グループワーク 

  ２月 ７日（水） ■第１回広報委員会（○広報委員会の活動について） 

  ２月 ７日（水） ■自然・社会環境グループ会合 

  ２月１４日（水） ■第２回広報委員会 

  ２月１４日（水） ■社会環境グループ会合 

  ２月２０日（火） □第６回理事会開催（○当面の課題 ○2001 年度事業について） 

  ３月 ７日（水） ■自然環境グループ会合 

  ３月 ８日（木） ■第３回広報委員会 

  ３月１５日（木） 

□第７回理事会開催 

（○会費の徴収 ○総会 ○今後の進め方 ○インターネットホームペー

ジについて） 

  ３月２３日（金） 
■環境施設見学会（社会環境グループ主催） 

○東清掃センター（リサイクルセンター）○小畔の里クリーンセンター 

  ３月下旬 □会員通信発行 

広報委員会だより 

 平成１３年２月、広報委員会発足後はじめての会員通信です。いたらない点が多々あろうかと思

いますが、前向きのご指摘等いただければ幸いです。 

今後とも自由投稿をお待ちしております。 

 また、広報委員は現在５名ですが、幅広い情報集めが必要ですので、広報委員会への積極参加も

あわせてよろしくお願いします。 

かわごえ環境ネット会員通信-第２号- 

編集 かわごえ環境ネット広報委員会／発行 かわごえ環境ネット／発行日  平成 1 3年 3月 3 0 日 

事務局 〒3 5 0- 8 6 0 1  川越市元町 1 - 3 - 1 川越市環境政策課   ℡  0 4 9 2 - 2 4 - 8 8 1 1 (内 2 6 1 2 - 3 )  F A X  0 4 9 2- 2 5 - 9 8 0 0 

 ゼロエミッション（zero emission） 
工場等で発生する廃棄物を再利用したり、

使い古した製品を再資源化したりして新しい原

材料に使うことで、製造工程から排出されるゴ

ミの量をゼロにすることー国内では、1998 年

にビール工場などがゼロエミッションを達

成している。企業がゼロエミッションに取

り組む主な理由は、廃棄物処理施設の不足

で今後処理コストの増大が懸念されること 

にある。 

 また、循環型社会形成推進基本法が成立

し、再利用できる製品作りを求められてい

ることも背景にある。産廃処分量は 1999

年度は、90 年度比 6 割減という経団連の

発表もある。 

 

 

＜環境キーワード＞  


